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・地球環境やSDGsに関連し、東京都のカーボンニュートラル戦略に関連した問題解決についての取
組みであり、教育面で大都市東京の問題解決能力を育成するための題材として利用可能である。
・気候非常事態宣言に呼応する学生のCED活動に関連し、学生有志が「バイオ燃料で発電した電力
で走るレーシングカート」の製作を行い高専祭で展示披露を行った。

 研究実績の概要

　汎用性の高い火花点火機関を用いた「簡易バイオ動力機関」の実現を目指した基礎的な研究を
行った。今回は再生可能エネルギー源として使用済み食用油"廃食油"を原料として都内で生産され
るバイオ燃料"BDF"の利用を前提とした。再生産可能な植物資源であり、廃棄物でもある"廃食油"
資源を利用してカーボンオフセット化による低炭素化を狙う。ただし利用に当たっては動力機関の
異常燃焼や排出ガスの悪化を防止する必要がある。
【研究１】バイオ燃料として"灯油-BDF燃料"を想定し、はじめに適正な燃焼条件を得るためにバイ
オ燃料と空気の理論混合比を求める実験を行い、理論混合比13.4を得た。次に火花点火機関の異常
燃焼を防ぐため圧縮比を下げて要求オクタン価を低下した実験機関で基礎的な性能測定と筒内圧力
による燃焼解析を行った。その結果、高負荷域ではノック振動を観測し異常燃焼がみられたが、
中・低負荷域までは異常燃焼なく出力を得られることが確認された。また、排ガス測定においては
HC成分の増加がみられた。理論空燃比より燃料が薄い(リーン)条件での運転範囲は空燃比17程度と
なり、ガソリン・灯油の場合より運転範囲が狭いことが分かった。ここまでの実験により、カーボ
ンオフセット化の実現可能性を確認することができたが、圧縮比減少分の熱効率の低下がある。
【研究２】研究1の課題である熱効率低下を補うための改善策として、燃料の気化方式をキャブレ
ター式からインジェクタ式に変更する実験を行った。インジェクタ採用の目的は燃料の微粒化によ
る燃焼期間の短縮と熱効率改善、HC排出量の低減などである。しかし、インジェクタ式を用いた実
験の蓄積がなく、装置製作後に行った最初の実験では燃料圧力、噴射タイミング等の運転条件を求
める所からスタートせざるを得なかったが、運転可能になり研究を進めた。今回の研究で徐々に重
要なパラメーターの適正値を明らかにしたが、それと共に性能や排気ガスに直結する噴射タイミン
グなどの重要な条件を満たすためには、インジェクタを駆動する電気・電子回路の仕様を見直さな
ければならないことが判明し、実験1でみられた課題を解決するまでには至らなかった。
【研究３】現状で成立の可能性がある研究1の動力機関に発電用ジェネレーターを機械的に接続
し、低炭素型簡易電力源を実際に試作して発電運転を行った。これにより、熱効率の課題等は残る
がカーボンオフセット化した簡易動力源が実現する可能性があることが明らかとなった。
　総括すると"廃食油"資源を利用することにより、気象等に影響される太陽光/風力とは異なる、
天候に左右されない低炭素再生可能エネルギー源の実現性について実験的に示す結果が得られた．
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　今年度の研究で明らかとなった成果を研究分担者が引継ぎ、令和5年度の高専研究紀要に投稿す
る予定。また今回検討したバイオ燃料との相互補完研究となる、都市型風力発電に関する研究紹介
を12/7～9の日程で東京ビックサイトにて開催されたエコプロ2022において行った。
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